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集荷状況
令 和 4 年 産 米

　令和４年産米の買入れ検査は８月29日より矢上米倉庫でスタートしました。９月末現在の集荷数量
は委託数量に対して、73.4％の集荷率となっています。
　品質はコシヒカリで出穂期から登熟期にかけての高温により発生しやすい、心白粒・基部未熟粒が
多く見られ、上位等級比率（１等米の割合）は、うるち米で85.8％（令和３年産93.1％）で令和３
年産同時期より7.3％低下しています。
　９月下旬からは「きぬむすめ」の収穫も始まり、令和４年産米の収穫作業も終盤となりつつあります。
　JAは生産者の皆様からの委託数量を基に米の販売に取り組んでいますので、出荷契約数量以上の出
荷をお願い致します。

４年産米集荷状況（１等米比率はうるち米のみ）�9 月末実績

委託数量
（袋）

集荷実績
（袋）

前年
最終集荷
数量（袋）

集荷率
（％）

１等米比率

４年産
（％）

３年産
（％）

２年産
（％）

瑞 穂 支 店 25,584 19,636 25,481 76.8 93.8 95.3 88.4

羽須美支店 9,049 7,542 8,907 83.4 76.9 90.4 84.9

石 見 支 店 31,200 25,487 35,988 81.7 85.6 95.9 86.4

川 本 支 店 5,285 3,905 4,767 73.9 79.2 88.4 77.6

邑 智 支 店 4,594 2,937 4,782 63.9 84.9 87.4 86.9

大 和 支 店 5,049 1,904 5,037 37.7 91.4 91.7 83.1

桜 江 支 店 7,832 3,593 7,692 45.9 67.0 82.7 84.7

合 計 88,593 65,004 92,654 73.4 85.8 93.1 86.0

品種別集荷状況� 9 月末実績

品　種 委託数量
（袋）

集荷実績
（袋）

品種割合
（％）

予約対比
（％）

コ シ ヒ カ リ 57,794 50,999 78.5 88.2

（うちハーブ） 13,684 11,973 87.5

ハナエチゼン 2,806 2,363 3.6 84.2

き ぬ む す め 17,607 2,972 4.6 16.9

（うちハーブ） 5,946 784 13.2

つ や 姫 8,447 7,396 11.4 87.6

つ き あ か り 591 530 0.8 89.7

その他うるち 0 2 0.0

う る ち 合 計 87,245 64,262 73.7

も ち 693 302 0.5 43.6

醸 造 用 655 440 0.7 67.2

合 計 88,593 65,004 99.2 73.4

　参考

前年同期 委託数量
（袋）

集荷実績
（袋）

集荷率
（％） 前年集荷対比（％）

2021/9/30 95,810 61,682  64.4 105.4

米の出荷にあわせて特定米穀（網下米）につきましても出荷をお願いいたします。
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集荷状況
令 和 4 年 産 米

28
9月

29
9月

・

21
9月

・

■ 米穀農産課からのお知らせ

※現行の米袋は、令和５年８月31日検査まで使用可能ですが、令和５年９月１日以降の米検査からは使用で
きなくなりますので今年度中のご使用をお勧めします。

変更後の米袋現行の米袋（令和５年９月１日以降は使用不可）

令和４年より米袋への記載内容が変更となりました。

江津市

川本町

美郷町

邑南町

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
管
内
４
市
町
へ
10
本
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
川
本
町
役
場
を
訪
れ
開
催
さ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
服
部
本
部
長
が

「
交
通
事
故
防
止
と
交
通
事
故
被
害
の
軽
減
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
趣

意
書
と
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
野
坂
町
長
は
「
町
内
に
は
ま
だ
見
通
し
が
悪
い
、

ま
た
は
狭
い
と
い
っ
た
道
路
事
情
が
良
く
な
い
箇
所
が
あ
る
。
有
効
利
用
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と
謝

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
江
津
市
役
所
、
美
郷

町
役
場
、
邑
南
町
役
場
も

訪
れ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
、

一
般
財
団
法
人
島
根
県
農

協
共
済
福
祉
事
業
団
が

『
交
通
事
故
の
な
い
街
づ

く
り
』
に
寄
与
す
る
た
め

秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
、
毎
年
県
内
の
市
町

村
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
活
動
を

通
し
て
地
域
の

交
通
事
故
防
止

に
役
立
て
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

市
町
へ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
寄
贈

流通区分状況  9 月末実績

区　分 数量（袋）
う る ち 64,262

（ う ち JA 米 ） 64,118
（ う ち 一 般 米 ） 144
も ち 302
醸 造 用 440
合 計 65,004
検 査 の み 6,857
全 検 査 数 量 71,861
３ 年 検 査 の み 11,038

支店別主要品種等級比率（単位％）� 9 月末実績

コシヒカリ きぬむすめ つや姫 ハナエチゼン つきあかり

上 基準 ２等 ３等 上 基準 ２等 ３等 上 基準 ２等 ３等 １等 ２等 ３等 １等 ２等 ３等

瑞 穂 支 店 93.3 0.5 6.2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 90.3 0.0 9.8 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

羽須美支店 74.3 1.6 24.1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 85.5 0.0 14.5 0.0 70.1 29.9 0.0 0.0 0.0 0.0 

石 見 支 店 83.4 0.2 16.4 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 98.8 0.0 1.2 0.0 86.2 9.0 4.8 100.0 0.0 0.0 

川 本 支 店 68.6 0.8 30.6 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 96.9 0.1 3.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 

邑 智 支 店 76.6 2.4 20.9 0.1 97.5 2.5 0.0 0.0 85.8 0.0 14.2 0.0 71.8 28.2 0.0 0.0 0.0 0.0 

大 和 支 店 85.5 0.0 8.8 5.7 100.0 0.0 0.0 0.0 95.3 0.0 4.7 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

桜 江 支 店 52.4 0.7 46.5 0.5 98.5 0.3 1.2 0.0 62.1 0.1 37.8 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 

合 計 83.8 0.6 15.5 0.1 99.1 0.6 0.3 0.0 87.8 0.0 12.2 0.0 89.6 7.8 2.6 100.0 0.0 0.0 
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島
根
お
お
ち
地
区
本
部
瑞
穂
育
苗
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
玉
ね
ぎ
苗
の
育
苗
が
始
ま
り
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
で
は
、
近
年
、
梅

雨
時
期
の
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
農
地
冠
水
に
よ
り

作
物
被
害
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、

水
の
被
害
を
受
け
に
く
い
時
期
に
収
穫
が
で
き
る

品
目
と
し
て
島
根
県
水
田
園
芸
推
進
６
品
目
の
一

つ
で
あ
る
玉
ね
ぎ
の
作
付
け
を
推
進
し
て
い
ま

す
。昨

年
か
ら
の
試
験
栽
培
に
好
感
触
を
得
て
、
来

年
度
の
本
格
的
な
作
付
け
に
向
け
２
，
４
４
０
箱

の
計
画
で
育
苗
を
行
い
ま
す
。
育
苗
初
日
は
６
名

で
約
５
０
０
箱
の
播
種
を
行
い
ま
し
た
。
播
種
後

の
育
苗
管
理
は
、
Ｊ
Ａ
と
管
内
の
苗
生
産
者
で
行

い
11
月
上
旬
に
は
生
産
者
の
圃
場
に
定
植
さ
れ
る

予
定
で
す
。

育
苗
を
担
当
す
る
営
農
企
画
課
上
田
理
央
職

員
は
「
育
苗
は
収
穫
収
量
に
直
結
す
る
と
て
も
重

要
な
作
業
で
す
。
特
に
玉
ね
ぎ
は
、
冬
の
寒
い
時

期
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
丈
夫
な
苗
を
作
る
必
要

が
あ
り
、
水
管
理
、
葉
切
り
作
業
等
々
、
責
任
を

持
っ
て
管
理
し
た
い
」
と
力
を
込
め
話
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
作
付
面
積
は
お
お
よ
そ
３
・
７

ｈ
ａ
、
販
売
高
１
，
５
０
０
万
円
を
目
指
し
、
５

～
６
月
に
収
穫
し
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
広
域
玉
葱
調
製
保

管
施
設
へ
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
島
根
で
育
っ

た
ト
マ
ト
や
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
、
そ
し
て
今
年
新
た
に
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
を
「
旬
の
ふ
る
さ
と
味
覚
便
」
と

し
て
全
国
へ
発
送
し
ま
し
た
。

邑
南
町
中
野
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
栽
培
す
る
生
産
者

の
寺
本
秋
穂
さ
ん
（
27
歳
）
直
人
さ
ん
（
25

歳
）
姉
弟
は
「
今
年
は
天
候
不
順
が
続
き
、

栽
培
に
は
難
し
い
年
で
し
た
。
そ
れ
で
も
食

べ
て
い
た
だ
い
て
、
美
味
し
い
と
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
、

日
々
栽
培
管
理
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
と
振

り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
果
樹
指
導

担
当
の
益
田
佑
一
職
員
は
「
寺
本
さ
ん
に
は

糖
度
18
度
チ
ェ
ッ
ク
を
一
房
ご
と
に
お
こ

な
っ
て
も
ら
い
品
質
に
は
自
信
が
あ
り
ま

す
。
受
け
取
ら
れ
た
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
自
信
を
み
せ
ま

す
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
９
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
発
送
を
行
い
、
お
彼
岸
や

敬
老
の
日
の
贈
答
品
と
し
て
好
評
で
し
た
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ふ
る
さ
と
の

旬
の
味
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

玉
ね
ぎ
苗
の
育
苗
に
つ
い
て

旬
の
ふ
る
さ
と
味
覚
便

発
送
終
了

2
９月

種まき作業 発芽した玉ねぎ苗

下旬
6月

下旬
9月

〜
〜
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秋
植
え
用
野
菜
苗
の
出
荷
始
ま
る

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
ゆ
と

り
倶
楽
部
の
第
５
回
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
家
の
光
地
方
講
師

の
影
山
和
美
先
生
を
お
招
き
し
、
灯

を
入
れ
て
楽
し
む
イ
ン
テ
リ
ア
「
ラ

ン
タ
ン
」
を
作
り
ま
し
た
。
初
め
に

先
生
か
ら
今
回
使
う
伝
統
の
「
斐
伊

川
和
紙
」
の
お
話
し
を
聞
き
、
ラ
ン

タ
ン
作
り
の
工
程
、
注
意
点
を
伺
い

制
作
に
移
り
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
が
す

き
こ
ま
れ
た
和
紙
の
他
、
厚
み
や
色

が
様
々
な
和
紙
の
中
か
ら
好
み
の
物

を
選
び
、
パ
ン
チ
で
花
や
葉
の
形
に

切
り
抜
い
た
り
、
手
で
ち
ぎ
っ
た

り
し
て
キ
ュ
ー
ブ
型
の
ク
リ
ア
ケ
ー

ス
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
貼
り
付
け
て
個

性
豊
か
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
に
部
屋
を
暗
く
し
て
ラ
ン

タ
ン
に
灯
を
入
れ
る
と
「
う
あ
～
素

敵
だ
ね
ぇ
」「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
み
た

い
」「
あ
っ
、
ス
ス
キ
が
あ
る
。
す

ご
い
ね
ー
」
な
ど
と
感
嘆
の
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
「
あ

た
た
か
な
和
紙
の
風
合
い
と
揺
ら
ぐ

灯
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
５
回
講
座
開
催

21
９月

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
営
農
部
と
邑
南
営
農
生
活
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
に
家
庭
菜
園
向
け
の
野
菜

苗
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
は
秋
作
用
の
葉
物
野
菜
苗

を
出
荷
し
、
島
根
県
内
お
よ
び
広
島
県
内
の
22
店
舗
で
販
売
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
野
菜
苗
は
邑
南
町
内
５
軒
の
生
産
農

家
で
栽
培
し
、
白
菜
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

レ
タ
ス
な
ど
約
20
種
類
を

丹
精
込
め
一
ポ
ッ
ト
、
一

ポ
ッ
ト
丁
寧
に
育
て
た
も

の
で
、
11
月
上
旬
ま
で
出

荷
を
行
う
予
定
で
す
。
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支店
だよ
り支店

だよ
り

田・畑に堆肥を堆肥を堆肥を

JAしまね　島根おおち地区本部　営農指導員よりお知らせです

●土がやわらかくなり、水はけ、通気性がよくなることで、作物の品質が向上します。
●保肥力（肥もち）がよくなり、養分も吸収され、欠乏症がでにくくなります。
●微生物が増え、土壌病害を防ぎます。

【堆肥を入れる効果】

入れる時期です!!

秋から春にかけて!

瑞穂支店羽須美支店
羽須美支店（事業所）は、収穫の秋を
迎え、米の出荷がピークとなりました。
支店前の倉庫では、トラックで持ち込ま
れた生産者さんの米を手際よく降ろし、
積み上げる作業がよく見られました。支
店長も米積み下ろしに大忙し、米に金融
に共済にと大忙しの羽須美支店の１ヶ月
でした。

瑞穂支店『年金相談会』開催
瑞穂支店では下記の日程で年金相談会を開催い
たします。
これから年金受給予定の方、すでに受給されて
いる方、どなたでも年金についての疑問、質問を
お気軽にご相談ください。専門の担当者が丁寧に
お応えいたします。
尚、事前に相談時間のご予約をされますと待ち
時間なくご相談いただけます。

詳しくは、瑞穂支店へ
お問い合わせください。
（TEL　0855-83-1131）

開催日：令和４年11月19日（土）
　　　　９：00～12：00
場　所：JAしまね　瑞穂支店
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農 だ よ り営

単価状況 令和４年（kg単価） 平均出荷量 (kg)/ １a 平均販売高 ( 円 )/ １a

キヌサヤ（Ｂ品込） 1,714円 69kg/１a 118,266円/１a

スナップ（Ｂ品込） 826円 78kg/１a 64,428円/１a

令和４年春のエンドウ販売実績（参考）

☆栽培のポイント
市場からの要望が強いのは「キヌサヤ」です。
「スナップ」はキヌサヤより比較的出荷調製が
容易な品目です。エンドウ栽培のポイントは、
①発芽率（栽培本数の確保）
②開花時期以降に乾燥させない（水の確保）
③�ハモグリバエ対策、うどんこ病予防の徹底

☆出荷方法他
基本出荷形態：２kg バラ詰め
収穫開始時期は果菜類（ナス・ピーマン・ミ
ニトマト等）の収穫が始まる前で、管内どの
地域でも栽培が可能です。
１人でできる面積は２aがやっとですが、空
いた圃場で作って出荷してみましょう。

作　型 ３月 ４月 ５月 ６月 ～ 10 月 11 月 12 月

品種（つるあり） 上中下 上中下 上中下 上中下 ～ 上中下 上中下 上中下

キヌサヤエンドウ
　（ゆうさや）
スナップエンドウ
　（スナック 753）
　（ジャッキー）

※１ａ当たりの種子必要量は３～４㎗
注意：��早まきすると耐寒性が低下し、寒害、凍害を受けやすい�

連作はできません！�
少なくとも６～７年は豆類を栽培していない圃場を選択

収　穫 たね播き

栽 培 風 景

詳しくは各事業所営農指導員にご相談ください

少し（0.5ａ）でも空いた
圃場がありませんか？

エエンンドウドウを栽培して出荷してみませんか？を栽培して出荷してみませんか？

キヌサヤ・スナップ
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　稲刈りも終盤となりましたが、
日の入り時間も早くなり、夕方
の作業には危険が伴う時期とな
ります。天候も不安定となり作
業の焦りから事故も多くなりま
すので、作業中の安全確保には
細心の注意を払い、公道走行時
にもシートベルトを必ず着用し
安全を心がけましょう。

秋の農作業事故例

暗くなる前に作業終了
早めのライト点灯

反射板設置
低速車マーク

秋の農作業安全確認運動実施中 ～安全対策・ワンチェック・ワンアクション～

事例２ 夕暮れ時の
後続車による追突

事例1 用水路への転落

20



農業用廃プラスチックの回収を行います農業用廃プラスチックの回収を行います

JA所定の場所へ持ち込み
される場合は、産業廃棄物
運搬車の看板を表示し、委
任状をお持ちください。
なお、看板は各営農生活事
業所にありますので、御使
用ください。

■回収実施期間
　11月14日（月）～18日（金）
■回収できるもの
　農業用塩化ビニール（ハウスビニール）
　農業用ポリフィルム（農ポリ・クリンテート等）
　肥料等のポリ袋・畦畔板（畦畔シート）
　育苗箱・農薬のポリ容器（注）等

■回収方法・分別
　回収専用袋を各営農生活事業所で購入
�・「農ビ専用」と「農ポリ専用」の２種類があり、 
 １袋当たり約20㎏程度の廃プラが入ります。
　１袋　500円です。（消費税込）
　その時、（委任状）をお渡しします。
・回収専用袋には、市町名、氏名を記入してください。
・土砂など余分なものは除去してください。
・水分を良く切ってください。
・汚れのひどいものは袋を分けてください。
・ハウスビニールなど専用袋に入らないものは、約20㎏

程度にして結束してください。
（注）普通物農薬の入ったポリ
容器は、洗って半分に切った
物は回収できます。

■回収処理経費
　回収・処理経費は、回収専用袋の販売金額に含まれています。
　この分別回収にあたっては、島根県・管内各市町の支援をいただいて

います。
◎�ご不明な点は各営農生活事業所又は、
　地区本部生産資材課（☎0855-83-1762）にお問い合わせください。

JAへ委任状提出

■持込み搬入
看板
の
標示

産業廃棄物運搬車
JAしまね

5㎝角

45.5㎝

15㎝

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 96 833,800 173,800 529,661 
ヌキ 121 927,300 121,000 603,064 
合計 217 570,591 

島根おおち
メス 8 641,300 173,800 474,788 
ヌキ 12 927,300 121,000 589,692 
合計 20 543,730 

瑞 穂
メス
ヌキ 2 927,300 551,100 739,200 
合計 2 739,200 

羽 須 美
メス
ヌキ 1 789,800 789,800 789,800 
合計 1 789,800 

石 見
メス 1 173,800 173,800 173,800 
ヌキ 3 680,900 343,200 503,433 
合計 4 421,025 

川 本
メス 4 641,300 437,800 529,925 
ヌキ 1 121,000 121,000 121,000 
合計 5 448,140 

邑 智
メス 2 580,800 422,400 501,600 
ヌキ 5 750,200 503,800 635,360 
合計 7 597,143 

大 和
メス 1 501,600 501,600 501,600 
ヌキ
合計 1 501,600 

桜 江
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

県外移出率県外移出率

48.09%合計合計37.57%去勢去勢雌雌 61.18%

西部“保合”、中央“軟調”
令和４年９月子牛市場成績表

本県９月の子牛市場は、西部・中央で開設し323頭の取引があ
り、平均価格は、西部市場547,229円（前回比４千円高）、で“保
合”中央市場570,591円（前回比９千円安）で“軟調”の取引と
なりました。
西部の上場牛については、一部発育の良い牛が見られましたが、
全体にばらつきが大きく、特に雌のD・Gが１㌔以下の牛が多く見
られました。
中央の上場牛については、比較的揃いが良く特に去勢の発育の
良い牛が見られました。
今月の取引状況は、終始「弱気配」の取引で推移し購買者から
は、枝肉価格が思うように伸びず、購買も控えているとのコメン
トが寄せられました。
（前半カード挿入数48枚、後半42枚　セリデーターによる）
枝肉相場では、コロナ感染者数は一時期に比べかなり減少して
いますが、まだ外食産業の回復には至っておらず、加えて穀物、
乾草、稲わら価格の高騰が肥育農家の経営を圧迫しています。
現在、食肉販売・小売業者にとっても販売不振により厳しい状
況は変わりません。畜産農家・関係団体と一体となり、和牛肉消
費に協力しこの難局を乗り切りましょう。
このような時こそ、繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大及び後
継者づくりに地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内各子牛市
場へ安心して購買に来て頂けるよう上場頭数の確保につとめま
しょう。
また、子牛の品質面においても、「しまね和牛子牛飼い方の手引
き」を活用し、「①元気で発育良好な牛、②余分な脂肪のついてい
ない牛、③肋張のいい牛、④肢蹄のしっかりした牛」を上場する
ことで、購買者に好まれる子牛市場となるよう、関係団体が一体
となって取り組み、「子牛の品質向上」に努めることが重要です。
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島根おおち
地区本部

問い合わせ先 総務課 ☎83-1802

女 性 部 が 行 く

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介
◇
土
と
親
し
む
生
活
で
す
が
、
毎
年
一
年
生
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

各
地
で
活
躍
の
皆
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

70
代

●
「
土
と
親
し
む
」
良
い
言
葉
で
す
ね
。
野
菜
作
り
は
土
作
り
か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

土
が
元
気
な
ら
お
い
し
い
野
菜
や
美
し
い
花
が
咲
く
よ
う
に
、
人
の
心
も
す
こ
や
か
に

な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
土
と
語
ら
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

◇
畜
産
の
こ
と
や
米
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
料
理
の

レ
シ
ピ
も
あ
り
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
日
髙
専
務
さ
ん
の
記
事
も
わ
か
り
や

す
く
て
良
か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
見
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

50
代

●
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
『
家
の
光
』
愛
読
者
募
集
中
‼
」
の
記
事
の
中
で
記
事
活
用
や
紹
介

を
し
ま
し
た
。『
家
の
光
』
年
間
購
読
は
12
月
号
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ご
購
読
が
ま
だ
の

皆
様
、
た
だ
い
ま
絶
賛
申
込
受
付
中
で
す
。

◇
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
大
好
き
で
す
。
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
が
自
宅
に
届
け
ば
一
番

に
目
を
通
し
ま
す
。
同
じ
ペ
ー
ジ
の
俳
句
も
楽
し
い
で
す
ね
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
プ
レ
バ
ト
！

を
見
て
い
る
と
作
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
で
す
。
見
て

読
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

邑
智
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

60
代

●
「
し
ま
ね
び
よ
り
」
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
俳
句
の
世
界
、
五
七
五

の
中
に
季
語
を
用
い
て
表
現
す
る
。
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
で
す
が
十
七
音
の
中
に
思
っ

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
詠
う
の
も
今
の
気
持
ち
が
表
れ
て
良
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
俳
句
の
広
場
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
ま
ー
す
‼

◇
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

桜
江
支
店
管
内　

Ｍ
ち
ゃ
ん　

10
代

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。タ
テ
の
カ
ギ
、

ヨ
コ
の
カ
ギ
を
答
え
て
マ
ス
が
全
部
う
ま
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

川
本
支
部
福
祉
活
動
で

タ
オ
ル
寄
贈

川
本
支
部
（
治
郎
田
常
子
部
長
）
は
、

川
本
町
立
川
本
中
学
校
へ
タ
オ
ル
と
雑
巾

合
わ
せ
て
75
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
川
本

支
部
で
は
福
祉
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
目
指
し
て
お
り
、
今
回
そ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
川
本
中
学
校
を
訪
問
し
、
石
田

和
範
校
長
先
生
へ
タ
オ
ル
と
雑
巾
を
手
渡

し
ま
し
た
。
治
郎
田
部
長
は
「
女
性
部
員

が
持
ち
寄
っ
た
タ
オ
ル
と
雑
巾
が
お
役
に

立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
、
石
田
和

範
校
長
先
生
か
ら
は
「
大
変
助
か
り
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
と
Ｊ
Ａ

全
国
女
性
協
が
制
作
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ

ル
タ
」
も
併
せ
て
贈
り
ま
し
た
。

治
郎
田
部
長
は
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
活

動
を
通
し
、

地
域
で
助
け

合
い
な
が
ら

絆
を
深
め
る

活
動
を
行
い

た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

30
８月

22



23



【お問い合わせ先】
JAしまね　瑞穂支店
（0855）83-1131

もしくはお近くのJA各支店へ･･･

貯金と保険は、生活をする上でとても大切なものです。
しかしデータが示すように、それだけでは資産が増えにくいのも事実で
す。効果的な資産形成ができているアメリカを参考に、資産の見直しを
行うことは大切なのではないでしょうか。
JAでは資産の見直しのご相談もできますので、お気軽にお問い合わせく
ださい‼

米国では、退職口座
（IRA、401（ｋ）等）、
投資信託を中心とし
て、現役時代から資
産形成を継続した結
果、金融資産は20
年間で８倍強に増加
※2。

日本では、貯蓄率が
低下傾向にあり、か
つ、預貯金の割合が
高いため、20年間
で2倍程度にしか増
加しておらず、効果
的な資産形成が行え
ていない※2。

24



　　

17日（木）・18日（金）・19日（土）11月の外勤日

JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

11月年金相談会 瑞穂支店　11/19（土）　9：00 ～ 12：00
大和支店　11/26（土）　9：00 ～ 12：00

年金記録の確認方法は？
　最寄りの年金事務所や JAにて年金に関する無料相談会をしています。
相談の際は、年金手帳・年金証書（受給中の方）・ねんきん定期便・職歴が分かる書類などをお持
ちいただくと確認作業が進めやすくなります。ご利用してみてください。

　遺族年金の請求をする際、亡くなられた方の年金記録の漏れが多く見受けられます。亡く
なられた方の年金記録の確認もご親族の方で確認できないケースも多くあります。僅かな
期間でも『もらい忘れ』がある場合は今からでも確認できれば受給につながる場合がありま
す。今一度年金の健康診断をしてみましょう。

年金受給前の人も、受給中の人も、年金記録を確認しましょう !!

転職の
経験がある

名前が
読み間違えられ
やすい

姓が変わった
ことがある

短期間でも
会社や工場などで
働いた事がある
又は研修を受けた

どのような場合に
「もれ」や「誤り」となるのかな？

11月の行事予定 石見農業祭
農産物品評会、女性部ポン菓子、
フリーマーケット他

ケイトウ栽培出荷反省会
時間：午前10時
場所：営農部会議室

ゆとり倶楽部
講座：「寄せ植え」
場所：中野団地センター

11月12日土
11月16日水10月18日火
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